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３．計画の達成状況の点検及び評価 
 

市⺠・事業者・市の協働による計画の着実な推進のために、「PDCA サイクル」に
基づき、継続的な改善を図ります。 

（１）施策・事業の策定（Plan） 

計画に基づく施策の実施に当たり、新たな事業立案や取組手法等を策定します。 
 
（２）施策・事業への取組（Do） 

障害者施策は、各分野の担当課が中心となり、その推進と継続的な改善に努めま
す。 

（３）計画の進行状況の点検・評価（Check） 

障害者支援計画に掲げる目標や施策の進捗状況の点検については、所沢市障害者
施策推進協議会と所沢市自立支援協議会で行い、その意⾒を踏まえて計画の進行状
況の評価を行うとともに推進方策等について検討します。 

（４）取組の見直し（Act） 

計画に沿った施策等の実施状況の点検結果を踏まえて、取組の⾒直しを行います。
なお、必要に応じて計画の⾒直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Plan（計画を⽴てる） 
●所沢市障害者施策推進協議会 
●所沢市⾃⽴支援協議会 
●障害者支援計画策定検討委員会 

Do（実⾏する） 

●連携による事業展開 

Check（評価する） 
●所沢市障害者施策推進協議会 
●所沢市⾃⽴支援協議会 

Act（⾒直す） 

●随時施策を反映する 
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大柱 

差別解消と権利擁護の推進
(P.28) 

中柱 
（１）差別解消の推進 

（２）権利擁護の推進と虐待の防⽌ 

社会参加の促進と協働の推進 
（P.32） 

（１）社会参加の促進 

（２）市⺠協働（相互理解）の推進 

福祉サービス等の充実 

（P.36） 

（１）⾃⽴した⽣活に向けた⽀援の充実 

（２）福祉サービス等の充実 

支援体制の充実 

（P.40） 

（１）相談⽀援の充実 

（２）地域の⽀援体制の充実 

（３）重度障害者⽀援体制の充実 

保健医療の充実 

（P.44） 

（１）予防・治療の充実 

（２）保健事業の推進 

（３）地域の保健医療体制の充実 

育ちと学びの充実 

（P.48） 

（１）幼児期における教育・保育の充実 

（２）インクルーシブ教育システムの推進 

（３）⽣涯を通じた多様な学習活動の充実 

雇用・就労の促進 
（P.52） 

（１）雇用の場の創出 

（２）就労の実現と職場定着に向けた⽀援 

情報アクセシビリティの向上 
（P.56） 

（１）情報提供の充実 

（２）意思疎通⽀援の充実 

第１節 施策体系 

安全・安心なまちづくり 
（P.60） 

（１）総合的な福祉のまちづくりの推進 

（２）防災・防犯体制の整備 

施策体系の全体図 

基本理念 
ふれあい 寄り添い 支え合い 
共に生きるまち ところざわ 
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（１）総合的な福祉のまちづくりの推進 

（２）防災・防犯体制の整備 

施策体系の全体図 

基本理念 
ふれあい 寄り添い 支え合い 
共に生きるまち ところざわ 
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第１節 施策体系

基本理念 ふれあい  寄り添い  ⽀え合い
共に⽣きるまち  ところざわ
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第１せつ 施策体系 

 

施策体系の全体図 

基本理念 ふれあい 寄り添い 支え合い 共に生きるまち ところざわ 

 

基本的な考え方 

障害者の自立と社会参加の促進 

障害特性に応じたきめ細かな支援 

地域共生社会の実現に向けた環境整備 

 

おおばしら 差別解消と権利擁護の推進 

ちゅうばしら（１）差別解消の推進、こばしら ①差別解消の推進 

ちゅうばしら（２）権利擁護の推進と虐待の防止、こばしら ①権利擁護の推進、②虐待の防止 

 

おおばしら 社会参加の促進と協働の推進 

ちゅうばしら（１）社会参加の促進、こばしら ①社会活動への参加支援、②障害者団体への支援 

ちゅうばしら（２）市民協働（相互理解）の推進、こばしら ①啓発・広報活動の充実、②ボランティア活動の促進、

③地域交流活動の促進 

 

おおばしら 福祉サービスとうの充実 

ちゅうばしら（１）自立した生活に向けた支援の充実、こばしら ①生活環境の整備、②意思決定支援の推進、③経済

的自立の促進 

ちゅうばしら（２）福祉サービスとうの充実、こばしら ①障害者向けサービスの充実、②障害児向けサービスの充実、

③社会情勢に応じた障害福祉サービスの提供 

 

おおばしら 支援体制の充実 

ちゅうばしら（１）相談支援の充実、こばしら ①総合的な相談体制の確立、②ケアマネジメントの充実 

ちゅうばしら（２）地域の支援体制の充実、こばしら ①精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築、②地域

生活支援拠点の整備、③サービスの質の向上 

ちゅうばしら（３）重度障害者支援体制の充実、こばしら ①医療的ケアに対応可能な体制の整備、②重度障害者への

支援、③施設入所支援 

 

おおばしら 保健医療の充実 

ちゅうばしら（１）予防・治療の充実、こばしら ①障害の予防・早期発見体制の充実、②障害の治療・軽減・補完施

策の充実 

ちゅうばしら（２）保健事業の推進、こばしら ①健康づくりの充実、②保健事業の充実 

ちゅうばしら（３）地域の保健医療体制の充実、こばしら①地域医療の充実、②精神保健体制の充実 
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中柱  小柱 

小柱 
➀差別解消の推進 

➀権利擁護の推進 ②虐待の防⽌ 

➀社会活動への参加⽀援 ②障害者団体への⽀援 

➀啓発・広報活動の充実 ②ボランティア活動の促進 ③地域交流活動の促進 

➀⽣活環境の整備 ②意思決定⽀援の推進 ③経済的⾃⽴の促進 

➀障害者向けサービスの充実 ②障害児向けサービスの充実  

③社会情勢に応じた障害福祉サービスの提供 

➀総合的な相談体制の確⽴ ②ケアマネジメントの充実 

➀精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築 ②地域⽣活⽀援拠点の整備 

③サービスの質の向上 

➀医療的ケアに対応可能な体制の整備 ②重度障害者への⽀援 ③施設入所⽀援 

➀障害の予防・早期発⾒体制の充実 ②障害の治療・軽減・補完施策の充実 

➀健康づくりの充実 ②保健事業の充実 

➀地域医療の充実 ②精神保健体制の充実 

➀教育・保育環境の整備 

➀教育体制の整備 ②教育環境の整備 

➀学習機会・内容の充実 

➀障害者雇用の促進と就業機会の確保 

➀就労に向けた⽀援 ②福祉的就労の充実 

➀⾏政情報のアクセシビリティ向上 ②情報提供の充実 

➀コミュニケーション⽀援体制の充実 

➀福祉のまちづくりの推進 ②住宅環境の整備 ③移動しやすい環境の整備 

➀情報提供の充実 ②防災体制の整備 ③災害時の応急体制の整備 ④防犯体制の充実 

基本的な考え方 
〇障害者の⾃⽴と社会参加の促進 
〇障害特性に応じたきめ細かな支援 
〇地域共生社会の実現に向けた環境整備 
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基本的な考え⽅基本的な考え⽅
〇障害者の⾃⽴と社会参加の促進
〇障害特性に応じたきめ細かな⽀援
〇地域共⽣社会の実現に向けた環境整備

〇障害者の⾃⽴と社会参加の促進
〇障害特性に応じたきめ細かな⽀援
〇地域共⽣社会の実現に向けた環境整備
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おおばしら 育ちと学びの充実 

ちゅうばしら（１）幼児期における教育・保育の充実、こばしら ①教育・保育環境の整備 

ちゅうばしら（２）インクルーシブ教育システムの推進、こばしら ①教育体制の整備、②教育環境の整備 

ちゅうばしら（３）生涯を通じた多様な学習活動の充実、こばしら ①学習機会・内容の充実 

 

おおばしら 雇用・就労の促進 

ちゅうばしら（１）雇用の場の創出、こばしら ①障害者雇用の促進と就業機会の確保 

ちゅうばしら（２）就労の実現と職場定着に向けた支援、こばしら ①就労に向けた支援、②福祉的就労の充実 

 

おおばしら 情報アクセシビリティの向上 

ちゅうばしら（１）情報提供の充実、こばしら ①行政情報のアクセシビリティ向上、②情報提供の充実 

ちゅうばしら（２）意思疎通支援の充実、こばしら ①コミュニケーション支援体制の充実 

 

おおばしら 安全・安心なまちづくり 

ちゅうばしら（１）総合的な福祉のまちづくりの推進、こばしら ①福祉のまちづくりの推進、②住宅環境の整備、③

移動しやすい環境の整備 

ちゅうばしら（２）防災・防犯体制の整備、こばしら ①情報提供の充実、②防災体制の整備、③災害時の応急体制の

整備、④防犯体制の充実 

 

第2 章 第2 せつライフステージを通じた支援 

第3 章 障害福祉サービスとうの目標ち・見込量 
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 主要な課題  
 

課題➀ 障害者差別の解消 
 
〇現在生じている差別解消（身近な地域における障害理解の浸透） 

〇⺠間企業や所沢市職員における適切な合理的配慮の実践 

〇将来にかけての差別解消（幼少期からの障害理解の必要性） 
 

課題➁ 権利擁護・虐待防⽌ 
 
〇判断能力が不十分な方に対する適切な支援 

〇市⺠、事業者等の障害者虐待に対する正しい認識 

〇適切かつ迅速な虐待対応の継続的な実施 
 

差別を受けた場面※（障害者・障害児アンケート）n = 192 

                  
 

成年後⾒制度*1 の認知度（障害者・障害児アンケート）n = 1,362 
 
                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

40%
24%

19%
18%
17%
15%
13%

2%
18%

2%

学校・幼稚園・保育所・児童館
買い物やレジャー先
公共交通機関
職場
近所との付き合い・自治会・町内会
公共施設（市役所等）
病院等の医療機関
災害等の避難時
その他
わからない

障害当事者に対して、成年後見制度を知っ
ているか尋ねたところ、回答者の約 4 割が「聞
いたことはあるが、詳しくは知らない」を選択
していました。「内容を知っている」と「知ら
ない、聞いたことがない」を選択した回答者
は、おおよそ同じ割合となりました。 

「障害者差別を受けたこと
がある」と回答した人に、差別
を受けた場面について尋ねた
ところ、回答者の約 4 割が「学
校・幼稚園・保育所・児童館」
を選択していました。 

※は複数回答形式。 

内容を知っている
26%

聞いたことはあるが、
詳しくは知らない

44%

知らない、聞い
たことがない
30%

＊1 成年後⾒制度………認知症、知的障害、精神障害等により判断能力が不十分であるため、
財産侵害を受けたり、人間としての尊厳が損なわれたりすることがないよう、選任された
支援者（成年後見人等）により、法律面や生活面で支援する制度。 
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所沢市のこれまでの主な取組 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

［権利擁護］権利擁護に関する相談 

所沢市こどもと福祉の未来館の福祉の相談窓
口や委託相談支援事業所で権利擁護に関する
相談支援を行いました。 

[差別解消］障害に関する理解の啓発 
 
障害に関する理解の浸透を図るために、主に
公的機関や⺠間事業者を対象に、障害理解に
ついての出前講座を実施しました。 

[虐待防止］虐待に対する適切な対応 
 
障害者虐待防止法の趣旨・通報義務を周知し、
委託相談支援事業所*1 等と連携し、虐待発生
時の体制整備に取り組みました。 

＊1 委託相談⽀援事業所……市から委託を受け、日常生活の不安や施設の紹介など、障害者やそ
の家族からの多種多様な相談を受け付ける事業所。 

28

「所沢市障害のある人もない人も共に生きる社会づくり条例」を施行し、障害に関する理解

の浸透を図っていますが、様々な社会的障壁は今なお存在しています。このような状況を変

えていくためにも、障害者に対する差別解消と権利擁護を推進していく必要があります。

障害者が地域で豊かな暮らしをしていくためには、スポーツや文化芸術活動などの社会参加

の活動を促進し、障害者との地域交流などを通じた、市民の障害に対する理解の浸透を推進

していく必要があります。（写真：令和元年度障害者週間記念イベント 出演：ピーターパンJr.）

障害者が住み慣れた地域で日常生活や社会生活を送るためには、日々の生活の援助や福祉サ

ービス等の充実が必要になります。また、適切な福祉サービスの提供のため、日頃からの関

係機関との連携も必要です。

社会参加の促進と
協働の推進
社会参加の促進と
協働の推進2

1 差別解消と
権利擁護の推進
差別解消と
権利擁護の推進

福祉サービス等の充実福祉サービス等の充実3
支援体制の充実支援体制の充実

保健医療の充実保健医療の充実5
育ちと学びの充実育ちと学びの充実

情報アクセシビリティ
の向上
情報アクセシビリティ
の向上

6
雇用・就労の促進雇用・就労の促進7

8
安全・安心な
まちづくり
安全・安心な
まちづくり9

4
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１番 差別解消と権利擁護の推進 

 

「所沢市障害のある人もない人も共に生きる社会づくり条例」を施行し、障害に関する理解の浸透を図っていますが、

様々な社会的障壁は今なお存在しています。このような状況を変えていくためにも、障害者に対する差別解消と権利擁

護を推進していく必要があります。 

 

所沢市のこれまでの主な取組 

 

[差別解消］障害に関する理解の啓発 

障害に関する理解の浸透を図るために、主に公的機関や民間事業者を対象に、障害理解についての出前講座を実施しま

した。 

 

[虐待防止］虐待に対する適切な対応 

障害者虐待防止法の趣旨・通報義務を周知し、委託相談支援事業所とうと連携し、虐待発生時の体制整備に取り組みま

した。 

 

［権利擁護］権利擁護に関する相談 

所沢市こどもと福祉の未来館の福祉の相談窓口や委託相談支援事業所で権利擁護に関する相談支援を行いました。 

 

委託相談支援事業所とは市から委託を受け、日常生活の不安や施設の紹介など、障害者やその家族からの多種多様な相

談を受け付ける事業所。 
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 主要な課題  
 

課題➀ 障害者差別の解消 
 
〇現在生じている差別解消（身近な地域における障害理解の浸透） 

〇⺠間企業や所沢市職員における適切な合理的配慮の実践 

〇将来にかけての差別解消（幼少期からの障害理解の必要性） 
 

課題➁ 権利擁護・虐待防⽌ 
 
〇判断能力が不十分な方に対する適切な支援 

〇市⺠、事業者等の障害者虐待に対する正しい認識 

〇適切かつ迅速な虐待対応の継続的な実施 
 

差別を受けた場面※（障害者・障害児アンケート）n = 192 

                  
 

成年後⾒制度*1 の認知度（障害者・障害児アンケート）n = 1,362 
 
                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

40%
24%

19%
18%
17%
15%
13%

2%
18%

2%

学校・幼稚園・保育所・児童館
買い物やレジャー先
公共交通機関
職場
近所との付き合い・自治会・町内会
公共施設（市役所等）
病院等の医療機関
災害等の避難時
その他
わからない

障害当事者に対して、成年後見制度を知っ
ているか尋ねたところ、回答者の約 4 割が「聞
いたことはあるが、詳しくは知らない」を選択
していました。「内容を知っている」と「知ら
ない、聞いたことがない」を選択した回答者
は、おおよそ同じ割合となりました。 

「障害者差別を受けたこと
がある」と回答した人に、差別
を受けた場面について尋ねた
ところ、回答者の約 4 割が「学
校・幼稚園・保育所・児童館」
を選択していました。 

※は複数回答形式。 

内容を知っている
26%

聞いたことはあるが、
詳しくは知らない

44%

知らない、聞い
たことがない
30%

＊1 成年後⾒制度………認知症、知的障害、精神障害等により判断能力が不十分であるため、
財産侵害を受けたり、人間としての尊厳が損なわれたりすることがないよう、選任された
支援者（成年後見人等）により、法律面や生活面で支援する制度。 
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所沢市のこれまでの主な取組 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

［権利擁護］権利擁護に関する相談 

所沢市こどもと福祉の未来館の福祉の相談窓
口や委託相談支援事業所で権利擁護に関する
相談支援を行いました。 

[差別解消］障害に関する理解の啓発 
 
障害に関する理解の浸透を図るために、主に
公的機関や⺠間事業者を対象に、障害理解に
ついての出前講座を実施しました。 

[虐待防止］虐待に対する適切な対応 
 
障害者虐待防止法の趣旨・通報義務を周知し、
委託相談支援事業所*1 等と連携し、虐待発生
時の体制整備に取り組みました。 

＊1 委託相談⽀援事業所……市から委託を受け、日常生活の不安や施設の紹介など、障害者やそ
の家族からの多種多様な相談を受け付ける事業所。 
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　主要な課題　

課題② 権利擁護・虐待防止

〇判断能力が不十分な方に対する適切な支援

〇市民、事業者等の障害者虐待に対する正しい認識

〇適切かつ迅速な虐待対応の継続的な実施

課題① 障害者差別の解消

〇現在生じている差別解消（身近な地域における障害理解の浸透）

〇民間企業や所沢市職員における適切な合理的配慮の実践

〇将来にかけての差別解消（幼少期からの障害理解の必要性）

差別を受けた場面※（障害者・障害児アンケート）n = 192

「障害者差別を受けたこと
がある」と回答した人に、差
別を受けた場面について尋ね
たところ、回答者の約 4割が
「学校・幼稚園・保育所・児
童館」を選択していました。
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 主要な課題  
 

課題➀ 障害者差別の解消 
 
〇現在生じている差別解消（身近な地域における障害理解の浸透） 

〇⺠間企業や所沢市職員における適切な合理的配慮の実践 

〇将来にかけての差別解消（幼少期からの障害理解の必要性） 
 

課題➁ 権利擁護・虐待防⽌ 
 
〇判断能力が不十分な方に対する適切な支援 

〇市⺠、事業者等の障害者虐待に対する正しい認識 

〇適切かつ迅速な虐待対応の継続的な実施 
 

差別を受けた場面※（障害者・障害児アンケート）n = 192 

                  
 

成年後⾒制度*1 の認知度（障害者・障害児アンケート）n = 1,362 
 
                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

40%
24%

19%
18%
17%
15%
13%

2%
18%

2%

学校・幼稚園・保育所・児童館
買い物やレジャー先
公共交通機関
職場
近所との付き合い・自治会・町内会
公共施設（市役所等）
病院等の医療機関
災害等の避難時
その他
わからない

障害当事者に対して、成年後見制度を知っ
ているか尋ねたところ、回答者の約 4 割が「聞
いたことはあるが、詳しくは知らない」を選択
していました。「内容を知っている」と「知ら
ない、聞いたことがない」を選択した回答者
は、おおよそ同じ割合となりました。 

「障害者差別を受けたこと
がある」と回答した人に、差別
を受けた場面について尋ねた
ところ、回答者の約 4 割が「学
校・幼稚園・保育所・児童館」
を選択していました。 

※は複数回答形式。 

内容を知っている
26%

聞いたことはあるが、
詳しくは知らない

44%

知らない、聞い
たことがない
30%

＊1 成年後⾒制度………認知症、知的障害、精神障害等により判断能力が不十分であるため、
財産侵害を受けたり、人間としての尊厳が損なわれたりすることがないよう、選任された
支援者（成年後見人等）により、法律面や生活面で支援する制度。 

成年後見制度*1の認知度（障害者・障害児アンケート）n = 1,362

障害当事者に対して、成年後見制度を知っ
ているか尋ねたところ、回答者の約4割が「聞
いたことはあるが、詳しくは知らない」を
選択していました。「内容を知っている」と
「知らない、聞いたことがない」を選択した
回答者は、おおよそ同じ割合となりました。
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 主要な課題  
 

課題➀ 障害者差別の解消 
 
〇現在生じている差別解消（身近な地域における障害理解の浸透） 

〇⺠間企業や所沢市職員における適切な合理的配慮の実践 

〇将来にかけての差別解消（幼少期からの障害理解の必要性） 
 

課題➁ 権利擁護・虐待防⽌ 
 
〇判断能力が不十分な方に対する適切な支援 

〇市⺠、事業者等の障害者虐待に対する正しい認識 

〇適切かつ迅速な虐待対応の継続的な実施 
 

差別を受けた場面※（障害者・障害児アンケート）n = 192 

                  
 

成年後⾒制度*1 の認知度（障害者・障害児アンケート）n = 1,362 
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24%

19%
18%
17%
15%
13%

2%
18%

2%

学校・幼稚園・保育所・児童館
買い物やレジャー先
公共交通機関
職場
近所との付き合い・自治会・町内会
公共施設（市役所等）
病院等の医療機関
災害等の避難時
その他
わからない

障害当事者に対して、成年後見制度を知っ
ているか尋ねたところ、回答者の約 4 割が「聞
いたことはあるが、詳しくは知らない」を選択
していました。「内容を知っている」と「知ら
ない、聞いたことがない」を選択した回答者
は、おおよそ同じ割合となりました。 

「障害者差別を受けたこと
がある」と回答した人に、差別
を受けた場面について尋ねた
ところ、回答者の約 4 割が「学
校・幼稚園・保育所・児童館」
を選択していました。 

※は複数回答形式。 

内容を知っている
26%

聞いたことはあるが、
詳しくは知らない

44%

知らない、聞い
たことがない
30%

＊1 成年後⾒制度………認知症、知的障害、精神障害等により判断能力が不十分であるため、
財産侵害を受けたり、人間としての尊厳が損なわれたりすることがないよう、選任された
支援者（成年後見人等）により、法律面や生活面で支援する制度。 29 

 

主要な課題 

課題① 障害者差別の解消 

現在生じている差別解消（身近な地域における障害理解の浸透） 

民間企業や所沢市職員における適切な合理的配慮の実践 

将来にかけての差別解消（幼少期からの障害理解の必要性） 

 

課題② 権利擁護・虐待防止 

判断能力が不十分な方に対する適切な支援 

市民、事業者とうの障害者虐待に対する正しい認識 

適切かつ迅速な虐待対応の継続的な実施 

 

差別を受けた場面（障害者・障害児アンケート）有効回答数192 

「障害者差別を受けたことがある」と回答した人に、差別を受けた場面について尋ねたところ、回答者の約4割が「学校・

幼稚園・保育所・児童館」を選択していました。 

 

アンケート結果詳細（複数回答） 

学校・幼稚園・保育所・児童館40%、買い物やレジャー先24%、公共交通機関19%、職場18%、近所との付き合い・自治会・

町内会17%、公共施設（市役所とう）15%、病院とうの医療機関13%、災害とうの避難時2%、その他18%、わからない2% 

 

成年後見制度の認知度（障害者・障害児アンケート）有効回答数1,362 

障害当事者に対して、成年後見制度を知っているか尋ねたところ、回答者の約4割が「聞いたことはあるが、詳しくは知

らない」を選択していました。「内容を知っている」と「知らない、聞いたことがない」を選択した回答者は、おおよそ

同じ割合となりました。 

 

アンケート結果詳細（単一回答） 

内容を知っている26%、聞いたことはあるが、詳しくは知らない44%、知らない、聞いたことがない30% 

 

成年後見制度とは、認知症、知的障害、精神障害とうにより判断能力が不十分であるため、財産侵害を受けたり、人間

としての尊厳が損なわれたりすることがないよう、選任された支援者（成年後見人とう）により、法律面や生活面で支

援する制度。 
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 目標・指標  

指標 現状値 
令和元年度末 

目標値 
令和 5 年度末 

所沢市障害のある人もない人も共に生き
る社会づくり条例に関する職員研修の受
講者数（累計） 

567 人 1,220 人 

説明：所沢市職員の障害理解と合理的配慮の促進を図るため行う、所沢市障害
のある人もない人も共に生きる社会づくり条例に関する職員研修の受講
者数です。 

障害者やその家族等に向けた成年後見制
度に関する出前講座の受講者数 

133 人／年 200 人／年 

説明：成年後見制度の周知啓発及び利用促進のために行う、障害者やその家族
及び関係者に向けた出前講座の受講者数です。 

 
 
 

所沢市において、障害者に対する誤解や偏見といった社会参加を妨げる様々
な障壁を取り除き、障害の有無に関わらず、共に支え合い、笑顔でいきいきと
地域で自立して生活できる「共生社会」の実現を目指す上で、指針となるもの
です。 

本条例では、障害者に対する不利益な取扱いの禁止（障害者に対する差別の
禁止）と、合理的配慮の提供について規定しています。 

 
■障害者に対する不利益な取扱い（障害者に対する差別）：具体例 

 
 
 
 

介助犬の来店拒否   乗車の拒否     威圧的な態度 

■障害者に対する合理的配慮の提供：具体例 
 
 
 
 

 手話の対応    バリアフリー化   点字資料の提供 
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 今後の方向性  
 

（１）差別解消の推進 

 

①差別解消の推進 

障害者差別の解消を図っていくために、市⺠や事業者に対して、所沢市障害
のある人もない人も共に生きる社会づくり条例を周知するとともに、出前講座
等の啓発活動を実施します。 

さらに、所沢市における障害理解の浸透と合理的配慮の実践へとつなげてい
くために、市職員に対しても周知啓発の徹底を図ります。 

また、将来にかけて差別のない社会を作るために、市内の公立小中学校にお
いて、障害理解教育を推進します。 

 
（２）権利擁護の推進と虐待の防⽌ 

 

①権利擁護の推進 

判断能力が不十分な方を支援するため、所沢市こどもと福祉の未来館の福祉
の相談窓口や委託相談支援事業所による適切な情報提供や相談支援を通じて、
成年後見制度の周知啓発及び利用促進を図ります。 

②虐待の防⽌ 

障害者虐待防止法に関する情報の周知に努めるとともに、障害者虐待防止・
対応マニュアルに基づき、所沢市基幹相談支援センター*1 を中心とする市内の
委託相談支援事業所と連携して虐待案件に対応することで、障害者の権利擁護
を図ります。 

 
  

＊1 所沢市基幹相談⽀援センター……地域における相談支援の中核的な機関。総合的・専門的な
相談支援、地域の相談支援事業者間の連絡調整、関係機関の連携の支援等を行う。 

30
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今後の方向性 

（１）差別解消の推進 

①差別解消の推進 

障害者差別の解消を図っていくために、市民や事業者に対して、所沢市障害のある人もない人も共に生きる社会づくり

条例を周知するとともに、出前講座とうの啓発活動を実施します。 

さらに、所沢市における障害理解の浸透と合理的配慮の実践へとつなげていくために、市職員に対しても周知啓発の徹

底を図ります。また、将来にかけて差別のない社会を作るために、市内の公立小中学校において、障害理解教育を推進

します。 

 

（２）権利擁護の推進と虐待の防止 

①権利擁護の推進 

判断能力が不十分な方を支援するため、所沢市こどもと福祉の未来館の福祉の相談窓口や委託相談支援事業所による適

切な情報提供や相談支援を通じて、成年後見制度の周知啓発及び利用促進を図ります。 

 

②虐待の防止 

障害者虐待防止法に関する情報の周知に努めるとともに、障害者虐待防止・対応マニュアルに基づき、所沢市基幹相談

支援センターを中心とする市内の委託相談支援事業所と連携して虐待案件に対応することで、障害者の権利擁護を図り

ます。 

 

所沢市基幹相談支援センターとは、地域における相談支援の中核的な機関。総合的・専門的な相談支援、地域の相談支

援事業者間の連絡調整、関係機関の連携の支援とうを行う。 
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 目標・指標  

指標 現状値 
令和元年度末 

目標値 
令和 5 年度末 

所沢市障害のある人もない人も共に生き
る社会づくり条例に関する職員研修の受
講者数（累計） 

567 人 1,220 人 

説明：所沢市職員の障害理解と合理的配慮の促進を図るため行う、所沢市障害
のある人もない人も共に生きる社会づくり条例に関する職員研修の受講
者数です。 

障害者やその家族等に向けた成年後見制
度に関する出前講座の受講者数 

133 人／年 200 人／年 

説明：成年後見制度の周知啓発及び利用促進のために行う、障害者やその家族
及び関係者に向けた出前講座の受講者数です。 

 
 
 

所沢市において、障害者に対する誤解や偏見といった社会参加を妨げる様々
な障壁を取り除き、障害の有無に関わらず、共に支え合い、笑顔でいきいきと
地域で自立して生活できる「共生社会」の実現を目指す上で、指針となるもの
です。 

本条例では、障害者に対する不利益な取扱いの禁止（障害者に対する差別の
禁止）と、合理的配慮の提供について規定しています。 

 
■障害者に対する不利益な取扱い（障害者に対する差別）：具体例 

 
 
 
 

介助犬の来店拒否   乗車の拒否     威圧的な態度 

■障害者に対する合理的配慮の提供：具体例 
 
 
 
 

 手話の対応    バリアフリー化   点字資料の提供 
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 今後の方向性  
 

（１）差別解消の推進 

 

①差別解消の推進 

障害者差別の解消を図っていくために、市⺠や事業者に対して、所沢市障害
のある人もない人も共に生きる社会づくり条例を周知するとともに、出前講座
等の啓発活動を実施します。 

さらに、所沢市における障害理解の浸透と合理的配慮の実践へとつなげてい
くために、市職員に対しても周知啓発の徹底を図ります。 

また、将来にかけて差別のない社会を作るために、市内の公立小中学校にお
いて、障害理解教育を推進します。 

 
（２）権利擁護の推進と虐待の防⽌ 

 

①権利擁護の推進 

判断能力が不十分な方を支援するため、所沢市こどもと福祉の未来館の福祉
の相談窓口や委託相談支援事業所による適切な情報提供や相談支援を通じて、
成年後見制度の周知啓発及び利用促進を図ります。 

②虐待の防⽌ 

障害者虐待防止法に関する情報の周知に努めるとともに、障害者虐待防止・
対応マニュアルに基づき、所沢市基幹相談支援センター*1 を中心とする市内の
委託相談支援事業所と連携して虐待案件に対応することで、障害者の権利擁護
を図ります。 

 
  

＊1 所沢市基幹相談⽀援センター……地域における相談支援の中核的な機関。総合的・専門的な
相談支援、地域の相談支援事業者間の連絡調整、関係機関の連携の支援等を行う。 
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目標・指標 

 

所沢市障害のある人もない人も共に生きる社会づくり条例に関する職員研修の受講者数（累計） 

説明：所沢市職員の障害理解と合理的配慮の促進を図るため行う、所沢市障害のある人もない人も共に生きる社会づく

り条例に関する職員研修の受講者数です。 

令和がん年度末実績は 567 人、令和 5 年度末目標 1,220 人 

 

障害者やその家族とうに向けた成年後見制度に関する出前講座の受講者数 

説明：成年後見制度の周知啓発及び利用促進のために行う、障害者やその家族及び関係者に向けた出前講座の受講者数

です。 

令和がん年度末実績は年 133 人、令和 5 年度末目標年 200 人 

 

所沢市障害のある人もない人も共に生きる社会づくり条例は、所沢市において、障害者に対する誤解や偏見といった社

会参加を妨げる様々な障壁を取り除き、障害の有無に関わらず、共に支え合い、笑顔でいきいきと地域で自立して生活

できる「共生社会」の実現を目指す上で、指針となるものです。本条例では、障害者に対する不利益な取扱いの禁止（障

害者に対する差別の禁止）と、合理的配慮の提供について規定しています。 

 

障害者に対する不利益な取扱い（障害者に対する差別）の具体例 

介助犬の来店拒否 乗車の拒否 威圧的な態度 

 

障害者に対する合理的配慮の提供の具体例 

手話の対応 バリアフリー化 点字資料の提供  




